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細胞壁ペプチドグリカンの免疫アジュパント活性に対する最小必要構造は N ーアセチルムラミル L 
アラニノレ-D ーイソグルタミン CMDP) であることは既に知られていたが，乙のものには細胞壁その
ものの示す抗腫虜活性は認められていなかった。井本君はこのMDPを抗腫傷活性の基本構造と仮定して





その内毒素の活性本体はリポポリサッカリド CLPS) 中のリピド A と称せられる部分に存在するといわ
れていたが，その化学構造は確定するに至っていなかった。井本君は大腸菌変異株から得た組リピド A
を精製し，はじめて化学的に単一な標品を得，その二次元NMRなどの測定結果から新らたに戸( 1 -6) 
D グルコサミンジサッカリドの 2 ， 2'-N ， 3 , 3'-0位に CR) -ﾟ ヒドロキシミリスチン酸が結







べての点で天然リピド A に一致した。乙乙 l乙内毒素の活性本体リピド Aの化学構造が始めて確定した。
以上のように井本君のリン酸化ペフ。チドグリカンとリピド Aの研究は誠にすぐれたもので，理学博士
の学位論文として十分価値あるものと認める。
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